
　
チ
ュ
ニ
ジ
ア
人
の
青
年
の
焼
身
自

殺
を
き
っ
か
け
に
、
次
々
と
明
る
み
に

な
っ
た
市
民
の
不
満
。こ
の
歴
史
的
瞬

間
を
目
の
当
た
り
に
し
た
人
々
は
、

今
、
未
来
へ
の
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
て

い
る
。し
か
し
、〝
新
し
い
国
を
つ
く

る
〞
と
い
っ
て
も
、
そ
う
簡
単
で
は
な

い
。都
市
と
地
方
の
経
済
格
差
、
雇
用

問
題
、
食
料
価
格
の
高
騰
…
。民
主
化

運
動
の
発
端
と
な
っ
た
市
民
の
不
満

を
是
正
す
る
た
め
に
は
、
国
を
挙
げ
た

中
長
期
的
な
取
り
組
み
が
必
要
だ
。

　
日
本
政
府
は
ア
ラ
ブ
の
春
を
受
け

て
、
各
国
の
経
済
の
底
上
げ
に
貢
献
す

べ
く
、
雇
用
促
進
や
産
業
育
成
の
た
め

に
新
た
に
10
億
ド
ル
の
支
援
を
表
明
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
円
借
款
に
よ
る
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　
そ
の
一
例
と
し
て
、
エ
ジ
プ
ト
で
取

り
組
ん
で
い
る
の
が
、
国
の
経
済
を
牽

引
し
て
き
た
観
光
産
業
へ
の
支
援
だ
。

ア
ラ
ブ
の
春
以
降
、
大
幅
な
観
光
客
の

減
少
に
直
面
し
て
い
る
エ
ジ
プ
ト
。こ

の
ま
ま
で
は
、さ
ら
な
る
雇
用
の
喪
失
、

経
済
の
低
迷
は
避
け
ら
れ
ず
、
主
要
な

外
貨
収
入
の
手
段
で
あ
る
観
光
産
業
を

回
復
さ
せ
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
。

　
エ
ジ
プ
ト
が
世
界
に
誇
る
歴
史
的

遺
産
の
多
く
は
、
首
都
カ
イ
ロ
の
市
街

地
に
あ
る
「
エ
ジ
プ
ト
考
古
学
博
物

館
」
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
開

館
か
ら
１
０
０
年
以
上
が
経
過
し
た

今
、
施
設
の
老
朽
化
が
激
し
く
、
次
々

に
発
掘
さ
れ
る
遺
物
の
収
蔵
ス
ペ
ー

ス
も
限
界
に
達
し
て
い
る
。エ
ジ
プ
ト

経
済
格
差
を
な
く
す
た
め
の

投
資
環
境
整
備

観
光
開
発
で

産
業
振
興
を
図
る

市
街
地
と
ギ
ザ
を
結
ぶ

地
下
鉄
を
建
設

北
ア
フ
リ
カ
を
つ
な
い
で

物
流
の
活
性
化
を
図
る

政
府
は「
大
エ
ジ
プ
ト
博
物
館（
通
称
：

Ｇ
Ｅ
Ｍ
※
）」
の
建
設
を
決
定
し
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
は
円
借
款
を
通
じ
て
支
援
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。総
敷
地
面
積
は
50
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。２
０
１
５
年
に

は
、市
街
地
か
ら
約
15
キ
ロ
、か
の
有
名

な
「
ギ
ザ
の
三
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
の
す

ぐ
そ
ば
に
〝
巨
大
な
〞
博
物
館
が
誕
生

す
る
予
定
だ
。

　
さ
ら
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、Ｇ
Ｅ
Ｍ
に
収

蔵
が
予
定
さ
れ
て
い
る
遺
物
の
保
存

や
修
復
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
も
08
年
か

ら
支
援
し
て
い
る
。「
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
モ
ノ
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
害
虫
や
微
生
物
に
よ
っ
て
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま

す
」
と
松
田
泰
典
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
Ｇ
Ｅ
Ｍ
に
併
設
す
る
保

存
修
復
セ
ン
タ
ー
に
専
門
家
を
派
遣

し
、
収
蔵
品
の
保
存
修
復
や
殺
虫
・
殺

菌
処
理
、
館
内
の
生
物
環
境
調
査
な
ど

に
必
要
な
技
術
を
伝
え
て
い
る
。ま

た
、
移
動
時
に
破
損
し
な
い
た
め
の
梱

包
・
移
送
技
術
も
移
転
。「
常
に
〝
万
が

一
〞
を
考
え
て
収
蔵
品
を
丁
寧
に
取
り

扱
う
必
要
が
あ
る
」
と
松
田
専
門
家
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
が
始
ま
っ
て
３
年
、

エ
ジ
プ
ト
人
に
も
〝
万
が
一
〞
の
精
神

が
根
付
き
つ
つ
あ
る
。

　
さ
ら
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
カ
イ
ロ
中
心

部
と
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
臨
む
Ｇ
Ｅ
Ｍ
が
あ

る
ギ
ザ
、郊
外
の
衛
星
都
市
を
結
ぶ「
カ

イ
ロ
地
下
鉄
４
号
線
」
の
建
設
を
円
借

款
で
支
援
す
る
こ
と
を
決
定
。カ
イ
ロ

市
内
は
、
年
間
の
人
口
増
加
率
が
２
・

２
％
、
人
口
密
度
も
高
く
慢
性
的
な
交

通
渋
滞
が
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い

る
。４
号
線
が
開
通
す
れ
ば
人
の
移
動

が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
渋

滞
の
緩
和
に
よ
り
陸
路
の
物
流
が
活
性

化
し
、経
済
効
果
も
期
待
で
き
る
。

　
ま
た
４
号
線
で
は
、
新
し
く
日
本
の
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地
下
鉄
に
お
け
る
防
災
基
準
の
採
用

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。そ
こ
で
２
０
１

１
年
11
月
に
10
日
間
、
エ
ジ
プ
ト
地
下

鉄
、消
防
庁
、運
輸
省
、ト
ン
ネ
ル
公
団

か
ら
研
修
員
が
来
日
。東
京
メ
ト
ロ
や

都
営
大
江
戸
線
、
横
浜
市
営
地
下
鉄
な

ど
の
防
災
対
策
を
視
察
し
た
。「
日
本

は
防
災
訓
練
を
し
っ
か
り
と
実
施
し

て
い
る
。災
害
時
に
冷
静
に
対
応
す
る

た
め
に
は
、
事
前
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
大
切
だ
と
感
じ
た
」
と
研
修
員
た

ち
。防
排
煙
設
備
な
ど
の
防
災
技
術
や

ち
密
に
計
算
さ
れ
た
地
下
鉄
の
運
行

計
画
な
ど
に
刺
激
を
受
け
て
い
た
。

　
エ
ジ
プ
ト
だ
け
で
は
な
い
。経
済
成

長
の
基
盤
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
の
不
足

は
、
ア
フ
リ
カ
全
土
の
問
題
で
も
あ

る
。中
で
も
、
道
路
な
ど
の
国
境
を
超

え
る
広
域
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
急
務

と
さ
れ
て
お
り
「
第
４
回
ア
フ
リ
カ
開

発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅳ
）」
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
と
し
て
、
日
本
も
同
分
野
へ

の
支
援
強
化
を
表
明
し
て
い
る
。

　
こ
れ
を
受
け
て
現
在
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は

国
際
機
関
や
他
ド
ナ
ー
と
協
働
で
、
エ

ジ
プ
ト
と
モ
ロ
ッ
コ
を
結
ぶ
「
ア
ガ
デ

ィ
ー
ル
―
カ
イ
ロ
開
発
回
廊
」
の
整
備

を
行
っ
て
い
る
。す
で
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

は
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
エ
ル
ジ
ェ
ム
―
ス

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
モ
ロ
ッ
コ
の
マ
ラ
ケ
シ

ュ
―
ア
ガ
デ
ィ
ー
ル
間
の
高
速
道
路
が

円
借
款
で
整
備
さ
れ
、
他
の
区
間
も
世

界
銀
行
や
ア
フ
リ
カ
開
発
銀
行
、
ア
ラ

ブ
経
済
社
会
開
発
基
金
な
ど
の
支
援

に
よ
り
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
ガ
ベ
ス
―

メ
ド
ニ
ン
間
（
84
キ
ロ
）
の
高
速
道
路

の
整
備
も
円
借
款
を
通
じ
て
予
定
さ

れ
て
い
る
。南
北
の
格
差
が
大
き
い
チ

ュ
ニ
ジ
ア
で
、
首
都
チ
ュ
ニ
ス
と
南
部

の
ガ
ベ
ス
―
メ
ド
ニ
ン
を
一
本
の
道

路
で
つ
な
ぐ
こ
と
で
地
方
経
済
の
活

性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。さ
ら
に
、

こ
の
区
間
は
「
ア
ガ
デ
ィ
ー
ル
―
カ
イ

ロ
開
発
回
廊
」
の
一
部
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
み
な
ら
ず
、
北
ア

フ
リ
カ
全
体
の
経
済
発
展
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
ア
ト
ラ
ス
山
脈
を
境
に
貧
富
の
差

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
モ
ロ
ッ
コ
で

は
、
地
方
部
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。高
速
道
路
、
国
道
、
州

道
は
舗
装
率
が
８
割
を
超
え
る
も
の

の
、
県
道
な
ど
地
方
道
路
の
整
備
・
改

良
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
た
め
だ
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
道
路
ア
ク
セ
ス
率
が

低
く
貧
困
率
の
高
い
地
域
を
対
象
に
、

地
方
道
路
の
整
備
・
改
良
を
実
施
中
。

地
方
部
の
住
民
の
交
通
ア
ク
セ
ス
向

上
は
も
ち
ろ
ん
、
都
市
・
地
方
間
の
移

動
が
活
性
化
す
る
こ
と
で
経
済
開
発

が
進
み
、
地
域
間
格
差
是
正
に
つ
な
が

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　

　
雇
用
促
進
、産
業
育
成
、投
資
促
進
が

ア
ラ
ブ
諸
国
の
国
力
の
源
と
な
り
、
そ

の
恩
恵
が
一
人
一
人
の
生
活
向
上
に
つ

な
が
れ
ば
―
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
今
後
も
現

地
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
な
が
ら
、
持
続
的

な
支
援
を
強
化
し
て
い
く
方
針
だ
。

経
済
・
社
会
へ
の
不
満
が
生
み
出
し
た
民
主
化
運
動
。

こ
れ
か
ら
新
た
な
国
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
に
は
、

市
民
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
取
り
組
み
が
重
要
だ
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
雇
用
促
進
と
産
業
育
成
、
投
資
促
進
に
着
目
し
、

ア
ラ
ブ
諸
国
全
体
の
底
上
げ
に
つ
な
が
る
支
援
を
目
指
す
。

未
来
に
向
け
て

国
力
を
は
ぐ
く
む
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